青山荘　　フェイスシート

平成21年3月2日　担当：中村　文洋　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　豊川　明男　　様　　　　　男・女　　　　昭和38年5月13日生（45歳）

	
	〒039-0832　八戸市新井田字出口平22-5　　　　　　　　　　電話　0178-25-3306

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　平成元年　（26歳時）
	罹 患 期 間
	約　19年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	1年3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5千円
	　　2級

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（月額　約10万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ20年　10月　9日
	身長
	179.5cm
	体重
	60kg

	最終学歴
	岩手県立福岡高校
	免許・資格
	普通自動車第1種免許

クレーン運転免許

	職　歴
	　S56(18歳時)～H6（39歳時）　播磨重工業
	

	保　護　者
	氏　名　切明畑　シゲ　様　　　　　　　　　続柄　伯母　　　（同居　・否）

	入所目的

対人交流能力の訓練と共にストレス対処法を学び、社会復帰を行う。

	入院・治療歴　初診日

平成元年　　　　　　　　～　　平成6年　　月　　通院　　　　　　　不明　　　　　　不明
平成６年　　　６月　　　～　　平成13年11月　　　通院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成13年　　11月　　　～　　　平成14年1月　　　入院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成14年　　１月　　　～　　平成19年1月　　　通院　　　　　八戸赤十字病院　　統合失調症
平成19年　　１月　　　～　　平成19年2月　　　通院　　　　　松平病院　　　　　統合失調症
平成19年　　２月　　　～　　平成13年10月　　　入院　　　　　川崎こころ病院　　統合失調症
平成19年　　　10月　　　　～　　平成20年9月　　　　　入院　　　　　青南病院　　　　　　　統合失調症
平成20年　　　9月　　　～　　　現在　　　　　　　通院　　　　　　青南病院　　　　　統合失調症

	生活歴　

高校卒業後は単身にて上京し、H6年まで播磨重工業にて働いていた。H1頃より、易疲労感・不眠・幻聴等の症状が出現し、都内の精神科病院へ通院（～H6年）。上記状態が持続しており、H6年6月に辞職し、実家へ帰郷。同時期より八戸赤十字病院へ通院していたが、H13年11月自宅にて大量服薬し、同院へ入院（～H14年1月）。退院後は同院への通院を行っていたが、幻聴・妄想等の症状は持続していた。H19年1月より松平病院へ通院。友人の紹介にて、H19.2.28川崎こころ病院（宮城県）受診し、入院（～H19.9.28）。家族・本人より転院希望があり、H19.10.1に当院受診し青南病院入院する。その後、地域での生活訓練のためH20.10.9青南病院退院・青山荘入所となる。
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　祖父母両親は既に他界

その後（H18～）、現保護者である叔母に引き取られる。

· 保護者　切明畑シゲ様（叔母）

本人に対してやや過干渉であり、心配なことがあると直ぐに指定する。

叔母は叔母の長男夫婦・孫と同居しているが、「関係性が悪い」とのことで、叔母は今後自宅から離れ、アパートで単身生活することを考慮しているとのこと。また、現在心臓の状態悪く通院・投薬にて治療しているとのこと。

· 保証人　切明畑光明様（叔父）

保証人とはなっているが、体調が優れない為、協力は困難。八戸市内在住。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成21年3月2日（月）

	氏　名
	   豊川　明男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年5月13日生（45歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：生活訓練を通して、生活リズムの確立・生活技術の獲得並びに対人関係の確立を図る。
短期目標：対人関係を円滑に行えるよう、対人関係能力の確立を図る。

	これまでの経過

	平成20年10月9日青山荘入所。

【食事】

○病棟では、ご飯を大盛りで頼んでいる。入所後は、ご飯普通盛りとし、生活能力技術の向上の為「ご飯を炊けるようになる」を目標設定し、職員支援で取り組んでいる。現在は一人での炊飯が行えるようになっている。そのため、次の段階としてインスタント食品や他の食材の情報提供を行っていく予定。

【整容・身辺整理】

○朝の洗顔・歯磨き出来ている。整髪についても自ら床屋へ2ヶ月に1回のペースで通うことが出来ている。

　入浴・着替え・洗濯については、自分で時期に気付き行うことが出来ている。入浴は一日毎・洗濯は二日置きに行えている。また、掃除は休日に行えている。掃除機などの使い方も問題無い。

【時間の活用】

○入所当初は、起床時間に遅れが見えたものの、現在では決められた時間や予定は守ることができ、時間になれば自主的に行動することができる。趣味活動についても、当初は興味の範囲が狭く、楽しみがないとのことで日中余暇時間は自室で横になって過ごすことが殆どだったが、現在では市街地への外出を行うだけでなく、音楽鑑賞にも興味を持つことが出来ている。

【対人関係】

○入所当初は、荘内でも他者と必要以外に関わる事はなく他者からの話しかけに応える程度で、日中も自室にて過ごすことが多かった。現在では、ホールにて他入所者様とともに過ごすことも増え、食事の盛り付けなど、荘内活動でも関わりを持つことが出来てきている。本人自身も、入所後の振り返りにて、「人といてもあまり緊張しなくなりました。慣れてきたと思います」と話している。

あすなろ交流会・忘年会など人が集まる場への参加も、徐々に行えてきている。

【保護者様との関係性】

○病棟にいた頃、物品購入の用事や不安なことがあると保護者様に電話を掛けその都度相談を行っている。保護者様も本人の物品購入や生活状況について細かく質問し、ボールペン1本の購入理由についても尋ねるなど行っている。共依存の傾向にあった。

○青山荘入所後、保護者様が本人の入院費用負担や、本人と共に父親様が保護者様宅にて居候状態であったことを厳しく言われることから、保護者様との面会を避けることもあった。

○現在も本人は保護者様への抵抗があるが、保護者様の話が本人への過度なストレスにならないよう職員が面会に同席し両者の仲介役を行っている。




	これまでの経過

	【デイケア通所】

○2/25　外来受診にて主治医から週に1･2回のデイケア通所を行う許可が出ている。

利用契約書への記入については、保護者様の都合から3/4以降の来荘時に行うこととなっている。

正式なデイケア通所について、見学の振り返り時に「対人面での緊張は殆どないです。不安があるのはプログラムに集中して参加できるかどうかですね」と話している。

【服薬・病状】

○精神症状は安定している。服薬についても、断薬・怠薬はなく、入所時には事務室管理・服薬チェックを実施していたが、現在では服薬自己管理となっている。症状の訴えとして、指の腫れや耳の痛みなど他科受診を求めることが多い。また、身体症状の変化を物品購入の理由にして職員へ訴えることが多く見られている。

○自己臭妄想について、入所当初はマスクをつけ日常生活を送ることが見られていたが、現在ではマスク使用無く日常生活を送れている。口をゆすぐ水は常に持ち歩いている。緊張時には「口臭がすっぱくなるように感じます」と話している。

○工場勤務の習慣から、物品の予備を置くこと。作業にこだわりを持って行うことが見られる。

【社会資源利用】

○単身生活時より住所変更などの役所手続きを単身行っていたことから、手続き場所や方法などの理解が行えている。

○入所時のアセスメントにて、バス利用に不安があるとのことから無料バス券申請後、バス乗降で同行支援を行っている。現在では単身にて市街地へ外出し日用品購入を行うことが出来ている。

【金銭管理】

○金銭は入所以前、ホームセンターから一度に2万円程の物品購入を行っていることから金銭管理手帳にて金銭管理を行っている。通帳は事務室管理としている。

○小遣いの使い方としては、購入物品とそのおおよその金額をメモし購入を行えている。小遣いは1.5万円で、使用内訳としては、日用品が4千円・嗜好品が5千円ほどで、残りは菓子・食材費となっている。

　嗜好品では、煙草とコーヒーを購入している。日用品ではお尻ふきシートの購入を定期的に行っている。

○ＡＴＭの利用については1.2度の同行支援後に単身利用行うことが出来ている。能力は高い。


	問題点
	介入方法

	1 対人関係

（自己臭妄想の対処）

（保護者様との関係性）
	・環境の変化による緊張から自己臭妄想にとらわれることがある。その場合の対策として、気持ちを落ち着ける為の対処方法を職員と共に考えていく。

・自己臭妄想になる前の兆候・なった時に行った対処方法について
　その都度振り返りを行い、改善点を考えていくと共に評価を行っていく。

・保護者様との面会が本人のストレスになっている。このため、面会時には職員が同席し、両者の仲介役となっていく。

	②身体症状に絡めた物事の要求を行う
	・同じような物品の購入時に、本当に必要なものであるか・他のもので代用できないかの検討を行う。（財布など、どうして必要か）

・必要である物品の購入量が多くならないよう、その都度の声掛けを行い、評価を行っていく。

	③興味の拡大・情報提供
	・本人の興味を引き出し、映画鑑賞や美術館など公共施設の利用拡大を図る。

・料理や音楽・地域の行事などの情報を提供し、本人の興味の拡大・趣味の幅を広げ、生活の張りを持たせる。














県内在住52歳
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＊母の兄弟は9人だが、現在の保護者（切明畑シゲ様）・保証人（切明畑光明様）以外には殆ど関わりは無い。





市内に同居





本人　45歳





44歳





保護者63歳





H18他界








